
生計画（環境要因配置）再 P.1

畦畔拡幅・陸域
・目的：両生類の上陸場所、トンボ類の羽化場所等
・仕様：水面からの高さ0～10cm

深水域
・目的：夏期の渇水・水温上昇対策
　　　　渇水時の水生生物の避難場
・仕様：水深：30～40cm

低茎草本－浅水域
・目的：水生生物の生息地、畑地雑草の繁茂抑制
・仕様：水深0～10cm
　　　　植生：コナギ　等

大型草本－浅水域
・目的：夏期水温の急激な上昇緩和
・仕様：植生：ガマ・サンカクイ・カンガレイ
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